
自
治
体
に
お
け
る
防

災
・減
災
の
た
め
の

事
業
に
対
す
る
国
の

財
政
支
援
を
求
め
る

一思
日昴
菫
日

地
方
自
治
体
共
通
の
課

題
で
あ
る
社
会
資
本
の
経

年
劣
化
対
策
等
の
防
災

・

減
災
の
た
め
の
事
業
に
つ

い
て
重
点
的
な
予
算
配
分

を
行
い
、
地
方
負
担
額
の

軽
減
措
置
を
講
じ
る
よ
う

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

「
森
林

・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
に
係
わ
る

具
体
的
政
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書

森
林

の
多
面
的
機
能

の

持
続
的
発
揮
と
森
林
資
源

の
有

効

活

用

に
向

け

、

「森
林

・
林
業
再
生
プ

ラ

ン
」

の
具
体
的
施
策

の
推

進
を
図
る
こ
と
な
ど
３
項

目

の
実
現
を
国

に
求
め
る

も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

改
正
資
金
業
法
の

堅
持
及
び
多
重
債

務
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

現
行
の
改
正
貸
金
業
法

を
堅
持
し
、
上
限
金
利
の

引
き
上
げ
や
貸
付
の
総
量

規
制
の
緩
和
を
行
わ
な
い

こ
と
な
ど
６
項
目
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
強
化

・
推

進
す
る
よ
う
国
に
求
め
る

も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

垂
直
離
着
陸
輸
送

機
Ｍ
Ｖ
‐
２２
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
及
び
低
空

飛
行
訓
練
の
撤
回
に

関
す
る
意
見
書

普
天
間
基
地

へ
の
オ
ス

プ

レ
イ
の
配
備
を
中
止
す

る
こ
と
や
日
本
全
国
６
ル

ー
ト
の
低
空
飛
行
訓
練
を

中
止
す
る
こ
と
を
国
に
求

め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

圭
日被

災
自
治
体
に
対
す
る

復
興
費
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任

に
お

い
て
確
保

し
、
自
治
体
の
財
政
が
悪

化
し
な
い
よ
う
各
種
施
策

を
十
分
に
講
ず
る
こ
と
な

ど
、
３
項
目
の
対
策
を
国

に
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

嘉
麻
市
地
下
水
採

取
の
規
制
条
例
制

定
に
関
す
る
請
願
書

地
下
水
を
採
取
す
る
に

あ
た

っ
て
は
、
周
辺
住
民

へ
の
公
聴
会
及
び
協
定
書

を
義
務
付
け
る
こ
と
や
事

前
の
調
査
を
義
務
付
け
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

地
下
水
採
取
の
規
制
条
例

制
定
を
求

め

る
も

の
で

す
。

稲
築
地
区
公
民
館

整
備
（建
替
え
）
に
関

す
る
請
願

稲
築
地
区
公
民
館
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
建

替
え
を
求
め

る
と
と
も

に
、
併
設
の
図
書
館
に
つ

い
て
も
充
実
を
求
め
る
も

の
で
す
。

経
常
収
支
比
率
と
は
？

自
治
体
の
財
政
状
況
を

分
析
す
る
た
め
の
指
標
の

一
つ
で
、
経
常
経
費
充
当

一
般
財
源

（人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
の
毎

年
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

特
定
の
財
源
を
持
た
な
い

経
費
）
を
経
常

一
般
財
源

（毎
年
経
常
的
に
収
入
さ

れ
る

一
般
財
源
）
で
割

っ

た
も
の
で
す
。

数
値
が
低
い
ほ
ど
投
資

的
経
費
な
ど
臨
時
的
な
経

費
に
ま
わ
す
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
高

い
ほ
ど
経
常

的
な
経
費
が
財
政
を
圧
迫

し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

が
低
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

市
で
は
７５
％
～
８０
％
く

ら
い
が
良
い
と
さ
れ
て
お

り
、
嘉
麻
市
は
２３
年
度
決

算
で
９４

・
２
％
と
な

っ
て

お
り
、
前
年
度
は
９５

。
６

％
で
し
た
の
で
、
若
干
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
が
向
上

し
た
と
言
え
ま
す
。

※
　
‐６
べ
‐
ジ
に
関
連

記
事

意見書

請願
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